
三芳町  芸術イベントの PRやアーティストバンク、ホール案内など芸術文化の情報が満載！三芳町芸術文化ポータルサイト「MAPS」

埼玉県指定有形民俗文化財、三芳町指定無形民俗文化財

三芳町芸術文化推進プログラム

第
19
回 

竹
間
沢
車
人
形
公
演

三
芳
町
を
含
め
三
地
域
し
か
現
存
し
な
い
、

江
戸
時
代
よ
り
伝
承
さ
れ
る
貴
重
な
伝
統
芸
能
で
す
。

２
０
２
２
年 

12
月
4
日（
日
）
開
演
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

コ
ピ
ス
み
よ
し
（
三
芳
町
文
化
会
館
） 

※感染症対策として、販売中でも座席数を制限する場合があります。　※未就学児の入場はご遠慮ください。　※写真撮影、ビデオ録画、録音は固くお断りします。
※ご予約後のキャンセル・チケット代金の払い戻しは承れません(公演中止の場合を除く)。　※車いす席・親子室・聴覚支援システムシステムのご用意がございます。詳細はお問い合わせください。

お問合せ コピスみよし（三芳町文化会館）　049-259-3211FAX049-259-3244 埼玉県入間郡三芳町藤久保1100-1（9：00～21：30）休館日：月曜日(月曜祝日の場合翌平日)

全席自由
（税込） ￥1,200 ￥300【一般Adult】 【小中学生Student】

プレイガイド コピスみよし（三芳町文化会館） 049-259-3211 コピスみよしオンラインチケットサービス
三芳町立歴史民俗資料館 049-258-6655 三芳町立中央図書館 049-258-6464

発売日 9月3日（土）10：00～　

日
高
川
入
相
花
王
恋
闇
路

○
演
目

~
安
珍
・
清
姫
悲
恋
物
語
~

○
出
演
　
竹
間
沢
車
人
形
保
存
会︵
人
形
遣
い
︶︑
三
代
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若
松
若
太
夫
︵
説
経
節
︶

○
演
出
　
長
谷
川
葉
月

The 19th Chikumazawa Kuruma Ningyo performance
Sun 4, Dec , 2022. start 13:30  Coppice Miyoshi(Miyoshimachi Cultural Center)
Kuruma Ningyo is a form of puppet theatre, which the puppeteer sits on a small seat with roller wheels (rokuro kuruma) and 
operates the puppet (ningyo). This kind of arts is inherited to only in 3 areas in Japan, including Miyoshi town.
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再
び
︑車
人
形
の
幕
が
開
く
︒

撮影：千代田路子

主催：埼玉県　埼玉県教育委員会　三芳町　三芳町教育委員会　コピスみよし（三芳町文化会館）　埼玉県芸術文化祭実行委員会　埼玉県芸術文化祭三芳町実行委員会
企画制作：トールツリー（株式会社ケイミックスパブリックビジネス）　



・電車／東武東上線「鶴瀬」または「みずほ台」駅より（池袋より約30分）
　　　   ・バスまたはタクシー：10 ～ 15分　終演後に鶴瀬駅行のシャトルバス(無料)を運行します。　
・車／関越自動車道「所沢I.C」より約15分

ライフバス（220円［現金のみ］） ※乗車時間 約10分。「三芳役場」下車。丸数字はバス番号。
　　　　　　【開演前】鶴瀬駅西口発　⑤12：45  ⑧12：55  ④13：00

会場へのアクセス ※駐車場あり（250台収容／無料）

・感染症対策にご協力ください。
・体調不良により、公演当日に来場できない場合はコピスみよしまで
　ご相談ください。（☎ 049-259-3211）

　
竹
間
沢
車
人
形
は
、
竹
間
沢

村
の
神
楽
師
前
田
左
近
が
江
戸

の
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

自
ら
車
人
形
の
頭
や
道
具
を
作

り
、
そ
れ
ま
で
の
小
さ
な
人
形

を
使
っ
た
人
形
芝
居
か
ら
車
人

形
に
切
り
替
え
、
吉
田
三
芳
の

芸
名
で
、
「
吉
田
三
芳
一
座
」

と
し
て
、
盛
ん
に
興
行
を
お
こ

な
っ
た
人
形
芝
居
で
す
。
そ
の

後
、
息
子
の
前
田
民
部
に
受
け
継
が
れ
ま
し
た
が
、大
正
時

代
に
な
り
浪
曲
、
映
画
な
ど
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
、 

大
正
十

年
頃
に
興
行
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、昭
和

四
十
五
年
に
埼
玉
県
の
調
査
に
よ
り
、
前
田
家
の
納
戸
か
ら

車
人
形
が
発
見
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、昭
和
四
十
七
年

に
五
十
年
ぶ
り
に
復
活
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

半
世
紀
に
わ
た
り
、
保
存
会
は
竹
間
沢
車
人
形
を
守
り
継
い

で
い
ま
す
。

　

説
経
浄
瑠
璃
師
。

　

一
九
八
九
年
、
二
代
目
若
松
若
太

夫
の
公
演
を
聴
き
、
感
動
を
受
け
入
門
。

　

一
九
九
八
年
、
三
代
目
若
松
若
太
夫
を
襲
名
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
東
京
都
指
定
無
形
文
化
財
（
芸
能
）
保
持

者
／
板
橋
区
登
録
無
形
文
化
財
説
経
浄
瑠
璃
保
持
者
に
そ
れ

ぞ
れ
認
定
さ
れ
る
。　

東
京
都
生
ま
れ
。俳
優（
久
世
七
曜

会
所
属
／
N
P
O
現
代
座
所
属
）、朗

読
家（
武
蔵
野
朗
読
会
代
表
、N
P
O

日
本
朗
読
文
化
協
会
会
員
）。短
大
卒
業
後
、劇
団
所
属
を
経

て
フ
リ
ー
に
。主
な
出
演
、N
P
O
現
代
座『
武
蔵
野
の
歌
が
聞

こ
え
る
』、テ
レ
ビ
朝
日『
遺
留
捜
査　
シ
ー
ズ
ン
２
』、映
画『
信

長
協
奏
曲
』『
必
死
剣
鳥
刺
し
』な
ど
。二
〇
〇
一
年
か
ら
舞
台

朗
読
を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
声
の
活
動
に
携
わ
り
、十
九

年
間
老
人
ホ
ー
ム
で
昔
話
の
朗
読
と
紙
芝
居
を
行
っ
た
ほ
か
、

内
閣
府『
令
和
二
年
版 

障
害
者
白
書
』の
音
読
担
当
。二
〇
一

九
年
吉
祥
寺
シ
ア
タ
ー
で
単
独
朗
読
公
演（
二
〇
二
二
年
十
一

月
に
は
同
会
場
に
て
第
二
回
単
独
朗
読
公
演
予
定
）。現
在
、小

金
井
と
日
野
で
朗
読
の
講
師
と
し
て
も
活
躍
中
。二
〇
〇
九

年
、日
本
画
で「
第
六
十
二
回 

勤
労
者
美
術
展
」東
京
都
知
事

賞
受
賞
。

説
経
節 

三
代
目
若
松
若
太
夫

わ
か
ま
つ
わ
か  

た  

ゆ
う

竹
間
沢
車
人
形
保
存
会

ち
く
ま
ざ
わ
く
る
ま
に
ん
ぎ
ょ
う
ほ
ぞ
ん
か
い

写真 ① 50年ぶりの復活公演（昭和47年） ② 三番叟を演じる保存会代表の前田益夫さん
 ③ 終演後に来場者と語らう出演者 ④ 今回の公演に向けて稽古する保存会の皆さん

➀

➂ ➃

➁

演
出 

長
谷
川
葉
月

は   

せ   

が
わ 

は  

づ
き

　

明
治
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
た
後
、
半

世
紀
も
の
間
途
絶
え
た
車
人
形
の
今
が
あ

る
の
は
、
活
動
を
支
え
て
く
れ
る
人
、
そ

し
て
何
よ
り
舞
台
を
楽
し
ん
で
観
て
く
れ

る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

　

車
人
形
の
復
活
か
ら
五
十
年
。
未
曽
有

の
ウ
イ
ル
ス
に
二
年
の
中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
車
人
形
の
灯
が
消
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
心
を
明
る
く
照
ら
し

た
い
。
そ
の
一
心
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

言
わ
ば
二
度
目
と
な
る
復
活
公
演
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

車
人
形
教
室

車
人
形
の
構
造
や
操
り
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

※

本
年
度
公
演
で
は
、
当
日
の
体
験
者
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

寿
式
三
番
叟
は
、
舞
台
を
清
め
る
舞
で
、
そ
の
日
の
舞
台
を
無

事
に
務
め
あ
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
、
舞
台
の
幕

開
け
に
舞
い
ま
す
。

安
珍
・
清
姫
悲
恋
物
語

日
高
川
入
相
花
王
恋
闇
路

寿
式
三
番
叟

こ
と
ぶ
き  

し
き
　 

さ
ん
　  

ば
　  

そ
う

あ
ん
ち
ん 

　  

き
よ
ひ
め 

ひ 

れ
ん
も
の
が
た
り

「
日
高
川
渡
し
場
の
段
」 

「
清
姫
怨
霊
の
段
」

ひ
だ
か
が
わ
わ
た
し
ば
の
だ
ん

きく
ま
の

ど
う
じ
ょ
う
じ

き
よ
ひ
め
お
ん
り
ょ
う
の
だ
ん

　

紀
の
国
（
今
の
和
歌
山
県
）
の
道
成
寺
を
舞
台
に
語
り
継
が
れ

る
、
安
珍
・
清
姫
の
伝
説
。

　

こ
の
伝
説
を
題
材
と
し
た
『
日
高
川
入
相
花
王
恋
闇
路
』
か

ら
、
特
に
有
名
な
二
場
面
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

熊
野
の
娘
・
清
姫
は
、
思
い
を
寄
せ
る
山
伏
・
安
珍
の
後
を
追

い
か
け
、
日
高
川
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。
安
珍
へ
の
思
い
が
断

ち
切
れ
ず
、
恨
み
を
つ
の
ら
せ
た
清
姫
は
、
日
高
川
を
泳
い
で

渡
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

岸
に
着
い
た
清
姫
が
ふ
と
水
面
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
蛇
に
変

身
し
た
自
分
の
姿
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
道
成
寺
に
逃
げ
込
ん
だ
安
珍
は
、
僧
た
ち
に
よ
っ
て
大

き
な
釣
鐘
の
中
に
か
く
ま
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
清
姫
は
、
た

ち
ま
ち
火
炎
を
吐
く
大
蛇
へ
と
変
身
し
、
釣
鐘
に
襲
い
か
か
り
ま
す
。

　

ぱ
っ
と
目
を
引
く
清
姫
の
変
身
と
、
こ
ま
や
か
な
情
念
の
表
現

が
好
評
を
博
し
た
本
演
目
。

　

コ
ピ
ス
み
よ
し
で
は
十
一
年
ぶ
り
、
満
を
持
し
て
再
演
い
た
し

ま
す
。

ひ
　
　
だ
か    

が
わ
　
い
り
　 

あ
い 

　
ざ
く
　
ら 

　  

こ
い
　  

や
み 

　
じ

と
も
し
び


